












活発な議論を通じ、今年も着実なレベルアップを実感しました。看護とリハビリテーションではそれぞ

れの特性が異なります。看護は対象が多様で、質的研究のように言葉をコード化する膨大な努力を要し

ますが、正当な評価が得られにくい現状があります。また、対象となる方が非常に多いため、測定の方

法も多種多様です。

対してリハビリテーション研究は測定方法が標準化されており、日常業務として「測ること」に長けて

います。しかし、なぜ測定するのかという根本を見失いがちです。リスクの特定や介入方法を示し、「

当たり前の事実」を証明することも立派な成果であると認識してください。

研究発表の質を高める上でのポイントをいくつかご紹介したいと思います。

まずは「タイトル」です。タイトルは2行以内に収め、詳細はサブタイトルを活用しましょう。

「研究背景」では課題を簡潔に示し、短く簡潔なスライドで聴衆を惹きつけ、研究の価値を一目で分か

らせるようなインパクトを与えてください。

「研究デザイン」は、複雑な構成は図解して可視化しましょう。竹川病院の「回復期脳卒中患者に対す

るコンピューター注意課題の効果 ～受動的注意を指標としたクロスオーバー研究～」の図示は、非常

にわかりやすいものでした。

「データ開示」で必ず示すべきことは「基本属性」と「一般的指標との比較」です。介入群との差がな

いこと、自分たちの病院の患者さんが世間一般と乖離していないことを証明して初めて、データの妥当

性が担保されます。

最後に、長谷川友紀先生より、全体の総評をお話いただきました。
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6演題目-地域包括ケア病棟においては、軽症から重症まで幅広い患者さんの自宅復帰を支援する必要が

あります。重症例であれば、回復期リハビリテーション病棟へ繋ぎ、段階的に自宅復帰を目指すのが標

準的な流れです。短期間で確実に復帰へと導くための戦略的な研究を積み重ねてほしいと期待していま

す。

7演題目-感情推定AI「心sensor」を活用することで、具体的にどのような臨床的効果をもたらすのか

をより明確に定めていただきたいと思います。特に、感情測定のデータはうつ症状の客観的な判断材料

にもなり得ます。AIによる推定結果と症状の関連性を精査し、臨床現場での実用性を高めていってくだ

さい。

8演題目-足関節の可動域制限が胼胝形成を誘発するという知見に対し、今後は、どのような処置を講じ

れば形成を阻止できるのか、という予防的視点での検証を期待します。各専門職が強みを発揮しつつ、

多職種で連携して取り組むことが重要だと感じました。

9演題目-過去の蓄積されたデータを活用すれば、数千例規模の膨大な情報を得ることが可能です。それ

らのデータを駆使し、改善が見込める症例とそうでない症例を明確に判別し、解決策にまで踏み込ん

だ、具体的な指標を導き出してほしいと思います。
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今回の発表の中でとくに印象的だと感じたものをいくつか挙げさせていただきます。

熱川温泉病院の「医療療養病棟に10年以上入院する子の親の心理的変化 ～看護師との意図的な対話「

語りの会」を通じて～」は、POMSを用いて「語りの会」の運営自体をパッケージ化して普及させら

れる可能性も期待できる秀逸な研究だと感じました。

いわき湯本病院の「看護師への退院支援教育が主介護者の不安に与える影響」は、看護師教育に加え、

主介護者の意見を取り入れた多角的な視点が光っていました。今後は具体的な事例を交えると、より精

度が高まるように感じます。

最後に、西伊豆健育会病院の「地域包括ケア病棟における在院日数40日超過患者の特徴と看護課題」

は、特性の明確化により、早期対処や予測モデルの構築が期待できると感じました。健育会グループ内

で、それぞれ異なるアプローチを行い、比較検討することもできるのではないでしょうか。

健育会グループの研究において最も大切なことは「Our Team」で行うことです。研究内容からスライ

ドのクオリティまで、全員で議論し、ブラッシュアップするように心がけてください。

研究は一度で終わるものではなく、一歩ずつステップアップしていくものです。これまでに培われてき

た研究の大きな流れの中で、自らの立ち位置を俯瞰しながら、今後も建設的な研究を続けていくことを

期待しています。

質疑応答では「全国データ」との差異を問われる場面が多く見られました。研究を行った病院の対象が

どのような立ち位置にあるか、常に比較対象を持ってください。また、有意差の有無には必ず検定方法

を補足し、強調したい部分は色を変えるなどの工夫をしましょう。

特殊事情が結果に与えたリミテーションを加味し、その上で導き出された「結論」は、冒頭の「研究背

景」で掲げた問いへの答えになっていなければなりません。何のために研究が行われ、それによってど

のようなことが明らかになったのか、しっかりと結論で示すようにしてください。

パワーポイントに関しても、まだ改善の余地があるように感じられました。

基本的に、スライドには文章を書かないようにしましょう。体言止めや短い言葉に置き換え、同じ言葉

の重複を避けてください。スライドは視覚情報に徹し、詳細は口頭で補うのが鉄則です。


